




は じ め に
相撲の勝負そのものを・節会相撲の頃か ら取組・一番・一手などと呼んでし、三
た。この一手 は,次 第 に相撲 の技術を指す ようにな り,さ らに決 り手,極 り技
の意味合いを持つよ うになって来 ている。古 く源平の頃 よ り,四 十八手などと
言われていた。はじめは,決 ま り手 のみに限 らず,相 撲の技術の総称 として使
われていた。次第 に決 ま り…手 としての四十八手 に変遷 して来 ている。四十八手
は四十八願,四 十八夜,四 十八鷹,四 十八棚などと同様 に,多 数¢)とい う修辞
語 として使われていた。,それが四十八を基本 としての技の取捨選択,開 発研究
にと繋がって行 ったのであろ う。
ここでは古今の相撲技術名称の収録 を第一義 的 に捉えた。次いでその変遷 に
触れ1い くつかの技に注 目した。,,ざらに 「山家集」「節用集」の 時代的 な 背景
に考察 を試みた。 ‥,、 ・ ・";
技術名称の出典とその数'
相 撲 技 術 の 名 称 を収 録 す る に 当 り.次 の 出典 資 料 に従 っ た 。()内 は 引 用
した技 術 数 で あ る 。 「新 猿 楽 記(6)」i「山 家 集(2)」,.「古今 著 聞集 ぐ1)」,「源
平盛 衰 記(5)」,「異 本 曽我 物 語(17)」,「異 制 庭 訓 往 来(2)」,'「節 用 集.(12)」,
「竹 齋 物 語 ・(9)」,「相 …撲強 弱 理 合 書'(49)」,「南 部 相 撲 取 組(126)」,「身 構 五
種 取 組(119)」,「相 撲 伝 書(15)」,「相 撲i鬼拳(56)」,「相 撲 大 全(146)」,「相 撲
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大 全(摘 力 秘 要抄 ・63)」,・「相 撲 大 全(手 捌 八 十 二 手 ・82)」,「相 撲 大 全,(手砕





可能な限 り原本か ら引用 したが,古 い年代 の相撲技術の紹介を した書籍 か ら
し ぎ こ ユ こ
の孫引き,雑 誌 「相撲」,その他、 日本相撲協 会の資料な どか ら も引用 した。
出版 ・成立年代は原本の奥付 に従った。2版,再 版,新 版 などあ る も一、の 、も初
版,元 版の年代を採用 した。孫引 きの場合 には,著 者の解説す る年代 に従い,
出版あるいは成 立年代の不明の ものは,国 書総 目録等で年代 を推定 した。、宝暦
年間や室町時代 などの場合 はほぼ真 中を取 った。個 々の出典か ら収録 された相
撲技術の名称 の総数は重複 した ものも含め.・1,744であ った。`・t` 一
そのひ とっ一つの技 をカー ド方式によ り整理分類 し,伺 じ名称の技 として認
められるもは㌧すべて一つの技 として一括 した。'二様以上の読みが あ'る場 合
は,な るべ く慣用の読みに従 った。読 みが同 じ場合で も漢字が違 う場合 ほ,'異
種の技 として扱 った。 しか し,新 漢字,旧 漢字の違 いは同一 とした。原則 とし
て,漢 字 は漢字,ひ らがなはひ らがなをそのまま用 い,,出典 に忠実 に従 った。
ただし,そ の漢字の読みが難解で∫ふ りがなのあるものは,そ のふ りが なを採
用 したもの もある。ひ らがな,ふ りがなを採用 した場合な ど,現 代 かなつかい
に従 った。重複す るものについては,可 能な限 り漢字を使用 した。 もう一 つ注
意 した点は,文 中にある技術 の名称 も出来 るだけ収録す るよ うに努めたことで
ある。 この際,決 ま り手の収集 のみに終止 し技術の解説文 としての記録 は除か
れ た。明 らかに組み手や,決 ま り手でない と思われ る名称 を決ま り技 として載
せた もめもあったが,そ れ はその史料 に従 った。厳密 には勇み足 と腰 くだけは
決ま り技で はないが∴これを含めた。






相 合頭 ひね り,あ い こ うそ り,相 投,相 引落 し,相 引廻 し,あ お り,あ お り
掛,あ けそ り,あ けどの しさ り,あ げ そ り,あ げ ま さづ め,廻 折掛,足 搦み,
足 取 り,浴 せ倒 し∴虻の笹渡 り,網 打,網 打捻 り,居 眠,居 眠相 元い きあい,
居 腰,居 腰の くじきご勇み足・い し腰 ∴泉川,出 水川,磯 打浪,磯 の波,磯 の
波枕,居 反,一 寸返、一寸反,,一足か け,一 足取,r体 一生一 ツ刎,一 方掛,
一本掛 ,一 本立,.一本背負,居 投,い な し,い なす,入i掛,・大首,'入替そ り,
人ちが い,陰 陽の相,陰 陽の構,浮 足,う きそ く負,受 落 し,う け遠 し,う け
そ り∴受た ぐ り,う け投,牛 弾,う しろこ う,後 亘,う たせ,う たせの手,う
たせ捻,打 返 し,内 掛,内 揚み,内 絡,内 こまた,う ちたて,打 臥,内 ぼ う
き,内 無双,打 棄,う つぼつ け,う つぼ なげ,腕 反,腕 投,裏 掛,裏 が らみ,
うらばね,上 突張,上 手鱗,上 手 くじき,上 手 けか え し,上 手すか し,上 手
反,上 手出 し,上 手出投,上 手突落,上 手投,上 手 の人身,上 手の逆捻 り,上
手捻,上 手や ぐら,上 見ぬわ し,'上矢倉,え ち こがけ,え ち こひね り,え り渡
し,・えん こ うぞ り,猿 猴めつ たい あ し,厭 生反,え んづ り,お い落,お い さば
き,お いつかめ,負 い投,大 腰,・大腰のひ しぎ,・大逆 手,大 さまた,大 股,大
渡 し,大 渡 懸,小 頭掛,送 り出,送 倒,押 切,押 倒,'押出,押 突放,・押 詰,お
しなげ,落 し,折 入れ足,折 返 し,折 倒 し,折 めかけ。
か いなすが し:腕 反,腕 なげ,腕 捻,か いなまわ し∵ かえ りけ返 し,抱 投,抱
出,抱 え釣,か か りなや し,か き廻 し,が け一本 立,掛 入,か げ くじき,掛
反,.掛け倒れ,掛 投,掛 め一本立,掛 前後 ろ,掛 残,静 めほ ぐれ,か けひ し
ト
ぎ,掛 もたれ,か けわた しだ し,肩 送 り,'片閂,か たLき,肩 透 し,'片手が ら
み つたへ出 し,片 手 くぐみ,片 手 くぐ り,片 手枠,片 輪車,合 掌捻 り,か っぱ
じき,鴨 の入管,か らす飛,か らみ,が らみ,か らみ 出 し,搦 み投,か らみ や
ぐら,河 津掛,蛙 掛,'蛙投,河 津 の掛 のご本立,替 り身,閂,冠 り',帰来の
足,擬 宝珠,・擬帽子反,き ぬ うり,絹 かっ ぎ,衣 かつ ぎ,・きぬそ り,極 倒 し,
決倒 し,極 出,極 捻 り,連 投,逆 捻,胸 足詰,虚 実の体,切 返,き りひ しぎ,
縫 かえ し,挾 込,縦 なげ,描 ひね り,く さず りづめ,草 押ひ しぎ反,草 摺だ
め,草 摺つね,く じき,挫 き反,く じき倒 し,朽 木たお し,く じき出,朽 木
反,首 抱え釣,首 投,首 の櫓投,頸 叩,首 捻,首 櫓,縫 込,蜘 手別,車 返,車
反,く るまなげ,蹴 網打,蹴 腕扱,蹴 返,蹴 返 の当,蹴 逆 手,蹴 手 操,下 段
構,下 段の相,蹴 爪,け は たき,け 捻 り,け んけん,け ん とう釣 出 し,け ん と
う流れ あ し・ こいの たき昇 り・こ うつ き・ノ1掛・呼吸入凱 小頚 ・ノ∫腰 ・ノ」・腰
のひ しぎ,ご ざる廻 し,腰 入か え足,腰 返 し,腰 挫 き,腰 くだ け,腰 車,腰
投,.腰のなみ受反,こ しひね り,腰 よつたへ,小 鷹の羽折,骨 法張,こ つま ど
り,籠 手落,小 手返 し,小 手投,籠 手捻,児 の手相,小 膝 まわ し,小 股,こ ま
た返 し,小 股 掬,こ またそ り,こ また とめ,五 輪崩,五 輪砕,小 腋,小 渡懸,
こん の ふ 。
逆 掛,逆 附,逆 手,逆 手蹴返 し,逆 手投,逆 とった り,逆 や ぐら,さ ぐり当,
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猿 すべ り,猿 の一飛 左右捻,'仕掛 の体;し が らみ,敷 小股,鴫 の羽返,綴
投,四 肢の一足横 な ぐ り,四肢 の人身夕四肢 の総ま くり,獅 子の谷のぞき,四
,肢の歯噛,獅 子のはか らみ,`'四肢φは り身,下 手かが り,下 手 出投,下 手突
落,下 手飛反 り,下 手投,下 手 の逆捻,下 手捻,下 手櫓;下 手矢倉,下 手櫓
投,下 矢倉,忍 び釣 り,芝返 し,芝 引,撞 木反,し ゅもくなげ,上 段構,上 段'
の相,、すか し,す か しひね り,す が り,掬}長,す じかえが け,掘 返 し,裾 取
り,裾 払,無 手,す て身,頭 捻 り,せ おい こみ,折 虚の人身,そ くぎれ,足 と
あ,そ くび,叉素首落 し,そ くびか えし:素 首投,そ こえん,袖 返 し,袖 摺,外
掛,外 搦み,外 絡,外 小股,外 樺反,外 ぼ うき,外 無双,備 崩 し,そ り,そ り
だ し, そ り捻 り。
高足,高 捻,、高無双,抱 き出 し,抱 廻 し,手 繰,手 操掛,,たぐり蹴,手 繰蹴
返,た ぐ りこみ,た ぐ りとあ し,出 し,出 し投,た しの手,だ しの三所,出 し
捻,'たすきお い落 し,た すきがけ,樺 反,た す き投,た す き横投,た た きよ
せ,立 居返,'立居腰,立 居 そ り,立 眼,立 眼相,た ぬきの腹投,手 房取,携 出
し,挟 の下反 、中反,中 投,中 段構,中 段 の相,ち ようちんだたみ,手 斧掛,
つかみ あげ,つ かみ投,つ かみやか ら,突 落,突 倒,突 出,つ きたて,つ きで
負,突 放 し,つ きみ腰,つ き櫓,附 込み,辻 搏,っ たへ足,伝 掛,伝 反,伝 え
投,つ つき返 し,つ つ き蹴返 し,突 張,つ つ り込み,爪 取 り,接 取,つ まそ
り,つ み の 木 こ こ ろ,つ め,つ め 小 足,つ りあげ,吊 落,吊 倒 し,吊 出,釣
出,吊 技,鉤 役,吊 放,吊 寄,手 合 見競 勝 負 の初,手 斧,辛 くだ き,手 ぐみ 倒,
手 車,手 さば き,鉄 砲,手 四 つ ∴ てん こ う反,外 足,外 足飛 反,胴 づ き,胴 捻
り,'徳利 投,取 足 り,飛 か け,飛 反,r飛違,飛 投,土 俵 まわ し,土 俵 わ た り,
土 俵 渡 りの ぞ く,留 反,』取手 の崩 し,と ん ぼ うか へ り。
投げ,投 残,.投の こ り押 切,投 の摺腰,投 の三所,投 の三所詰,な げわ た し,
錠,な たが け,錠 の押切,な まず の水離,浪 枕,な や しの手,な や しひ ね り,
逃 身,二 足掛,二 足投,二 丁投,二 挺投,二 枚蹴,ぬ き上げ,抜 上げ こ足,ぬ
きこまた,抜 込み,抜 裸,寝 そ り,.ねちまわ し,の こ り,の こ りとま り,喉
附,喉 輪,喉 輪攻 め,喉 輪づめ,の び運び,の ぼ りお さえ,.登り掛,の ぼ りく
しき,乗 り足,乗 りくじき。
は ぐき落 し,挟 み 出 し,走 亘,は すの葉返 し,旗 折返 し,叩 込 はね,蛙,は
ね神 助 はね返 し,は ね掛,は ね搦み,は ねそ り,は ね出 し,は ね投,は ねの
受身,羽 ふ しそ り,は ぶ しそ り,腹 くじき,腹 くじ り,腰 投,腹 や ぐら,波 離
間投,引 あげ,引 遣 り,引 落 し,ひ きお としっめ,ひ き返 し,ひ き こまた,引
すえ;引 捨,真 槍,引 擢投,ひ きそ り,引 倒 し,'引摂,引 廻 し,曳 廻 し,引 廻
し ≧足,引 廻の入身,膝 お し,膝 車,瓢 廻 し,膝 小まわ し,膝 反,膝 や ぐら,
ひ しぎ,ひ しぎ皮,ひ しぎ出,ひ しぎ投,引 掛,'ひね り,捻 返,ひ ね りぞ り,
捻 倒,皮 肚取,ひ りうそ く,髪 廻 し,奏 者 とり,仏 壇返 し,ふ みき り負,ふ み
き りそ く負,ふ み こし負,ふ み こしそ く負。





枕腕反,待 請,水 掛,水 車,み ず離れ,三 所掛,三 所攻,三 所 詰,向 搦,向
反,向 附,こ うひね り,無 相,無 相出 し,無 双 とま り,む そ う捻,胸 反,無 名
の構,胸 投,胸 櫓,馬 手草摺返 し,め 手やが ら,も じ りが け,も たれ掛,も た
れ ζみ ・もたれ なげ ・もたれ の人身・ もたれ の体・持 込・持出 し・本手 なげ・
もとづ ぬ もうて くぐP・ 双手投・双手の爪取 双手捻・諸捻9
矢柄,や ぐらか け,矢 柄投,櫓,や ぐらか け,一櫓投,や ぐらだ し,矢 筈攻,行
合い,行 下力草,'雪の下そ り,夢 枕,揺 戻,・弓手返,弓 手やがち,よ こだお
し〉横 矢筈,四 違,.・四手お とし,四 手崩,四 平手蹴返 しジ四手すか し,四 ヅ手
なげ,寄 って投;四 ツ手の?め tJ四ツ手初 り,四 ツ手腰投,四 ツ手捻 り,四 ツ
手持 出 し,四 手 もどき,甲四身つがい,呼 掛1呼 戻,寄 押 切'寄 切,寄 相,雷
反,寄 倒,寄 出 し,寄 突出,寄 突放,寄 りもどし,寄 投。'
両た め出 し,脇 合,脇 ぬけ,わ く抜,分 身,鷲 のつかみ あが ち 鷲 の羽落,渡
鱗 込 距 足卿 足働 掛 蹴 輪違iSE}害興
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従来から,相 撲 の技術 を手 と称 して,四 十八手など呼ばれ ていた。その手数
として,四 十八手(源 平盛衰記),百手ばか りパ 節用集 ・竹齋物語),手捌八十二
手,手 砕八十六手合 して百六十八手 も あ り'(相撲大全)∫.さらに百五十技にも
二百技にものぼるだろ う(相 撲道綜鑑)な どとある。そのなかで,'数え.るとざ
っと三百を越えるだろ うとする説(雑 誌 「相撲」・大 百科辞典)が 定説のように
思われる。
ここに収録 された手数 は,656に及び,定 説の2倍 以上 となっている。.その
点で,非 常に興味深い。、'さちに古今の相撲解説書}こ当ればまだまだ多 くなる{ま
ずである。前に述べたように,同 一の技であってもい呼称が違 っていた り,表
記 された漢字が違 っていた・りした場合 は2つ 以上 に数 えたので,・重 複が多 くs
純粋に相撲の技術数 そのものを指 レているとは言えない。また技術論から厳密
に再分類すれば,お およそ300内外 になると予想 されるがパあえてここで}ま行
なわない。 しか しなが ら,こ の656・の技,相 撲の手,相 撲技術の名称は・'ひと
つ一つにそれぞれ含蓄があ り,先 人の感性カミ偲ばれ興味が尽 きない。言い方を
換えれば,複 数 の呼称を唱えたその時代的な背景 に興味を感 じる。.さらにこれ
らを民族の文化的遺産 として考えた場 合 響 きを通 り越 して畏敬 の念 さえ禁 じ
得ない。
.-73-一
相 撲 技 術名 称 の 変 遷
・ここで収録 された相撲技術の名称は,656であった。1,744手の うち1,088手・
62.4%が重複 していたことになる。最 も多 くの出典 の中に出て来たのは"肩 す
か し・である。 その出典数 は17に及ぶ。 次 下同様に"撞 木反"の1ぴ"掬 投"
."醐 め15'町辮"欄 ∵ 蹴914・ 『φ醐 寧 把 の13・"ftilQl"
"掛反""首投 ・c・,大渡 の12,"波離間投"C外 無双ぽ"内無双""突 落"Ct巻落㍗
"上手投戸"鴨の入営"の11,"つま取""河 津掛";i飛違■'"sc蹴返SJ"下手 投"…
{t居反"の10とな る。
この26の技の うち,現 在 の決ま り手70に残 っているのは22の技である。残 っ
ていない技 は"負 投""大 渡""鴨 の入首""飛違"の4つ である。 こ れ らの技
の違いを考 えると技 の内容 と技の名称の結びつ きの弱 さなどが直感的 に挙 げ ら
れる。 しか し,現 在の決ま り手に残 らているものの中 に も"撞 木反""掬 投"
`守斧掛"・"波離間投'な ど,名 称か らす ぐに技のイ メージの浮かばない も の
もある。技術論的 に考 えて,技 の形が確立 していることが あげ られ よう。
・出典数で重複 しない技,つ ま り'1回しか出て来なかった特殊 な名称 を持 った
技 の数 が表2に 示 され た。"新猿楽記""山家集""古今著聞集""異本曽我物語"
"異制庭訓往来"."節用集""竹齋物語"そ して"手 捌八十二手""手 砕八 十 六
手'1"上覧相撲記"に 注 目した6比 較的年代 の古 い時代の技術名称に特殊 な も
のが多 いのは,技 術的に もまだまだ未分化で,相 撲競技の成長 ・発達段階 と考
え合わせると理解出来 な くばない。時代 も下 り1江 戸の"手 捌 八 十 二 手"や
"手離八十六手""上覧相撲記"で は,行 司を中心 とする流派や部屋な どが対
『抗意識を持ち











Nα 出 典 名 成 立 年 代 術技数称数 数 称数 称数
(%) (%) (%)(%)





















新 猿 楽 記
山 家 集
古 今 著 聞 集
源 平 盛 衰 記
①②③④合計
異 本 曽 我 物 語
異 制 庭 訓 往 来
節`用-葉
竹 齋 物 語
⑥⑧合計
相 撲強弱 理 合書
南 部 相 撲 取 組
ロ
身 構 五 種 取 組
相 撲 伝 書
相 撲 鬼 ●




相 撲 図 式
上 覧 相 撲 記

















享 保 年 間 ・1716～
1735年'
宝 暦 年 「}]・1751～
1763年










⑥ ③ ③ ③ ①
② ① ① ①
① ① ① ①

































'日'本相 撲 奨励 会
大 正 の 四 十 八 手
一:
.味 ・清:凧
相 撲 新 ‥書
相 撲 道 綜 鑑
す も う
ア マ チ ュ ア 相 撲











































































・1清 鑑 顯 理 乱 ※印数字}ご注目しt`'qはP<O'O"b●c'dは ・
㌧相撲ρ技術名称が動詞形で終了した数 、そして動詞を含む名称i臨動詞のみ'疎
剛 減 ぼ2た 示された・輌言興 櫨 さが確認畝 醐 暇{こ
恒 て輿 詞嘩 蜘 こ大きく関わ?綱 力iOか語 ・iっの剛 表
迦 寺i⇔いは・興 の技術を』曝 す醐 噸 詞の持つ役割に多大経
のがある。修辞的な表現が有効な場合もたくさんあるだろう。また現に,数 多
.〈i収録 ぎれて亘ゑ。1しかし;現在では少なくなってお り,この背景たは,修辞'
的糠 現鹸 剛 堅 ないかぎ贈 遍髄 欠 くことがあげられる・一例を挙げ
れば,"押 レ出 し1'と((押し倒 し"を 較 べた場合・ 殆 ど相撲 を知 らない人で も
ヘ ロ コ
㌍ 轡 ・は酬 できるであろう・ゆ しながら綱 焔 がそのま類 術者とし
譲 っ否 るccさまだ 緑 川""河牌1と なると余程醜 酬 でないと解ら
な 輪㌔ .ミ
';三;`, .・`∵'一 一 【 」
畑 搬 術轡 嘩 を考える時に・一躍 興 代の音吐 醐 ぎ と噺






相撲技術Q名 称の中に個人名が残 っている ものが3つ 収録 された。1つ はさ
また,1つ は泉川・ もう.1つは河津掛であるP、
さまたは・「相i撲大全(四 十八手分別)」に次の様に解説 され て、い.ゑ。・"さま
た(叉)こ の手は・いずれの時にかあ りけん。唐土 よ り大 さまたとへ う者・、日
本に来 り。数多の相撲 を取 りけるが・この大 さまた・手合するとひ としく・右
の手にて・多 くの人をなげころせ しよ り・∴この手 はじまる。 レかるに・鎮西十
郎朝長 とy・う者あ り・生年十八歳にて・'e.ar)大さま熱 こ勝ける由い い、伝 う∵1
とある。これによれば,大 さまたの掛 けた"さ まだ'.からこの技ヵ}始まったと
ある。「相撲大全」の他 にf南 部相撲取組」「相撲木全(手 捌八十;手1」工大正
時代の四十八手」「相撲新書」「角触書談」「アマチュア相撲」など に この技 を
引用 して掲載 しているρ技術的には,.組んだ相手 を股 を支点 として切 り返 して
仰向けに投げる技であるも字・とレては."叉"`i三股"・"小股"、.を当てている。こ
のさまたの変化技 として・外 さまた,さ ま た返 し」大 さまた・ さま文ρ人身な
どがあげられ る。rさ.また を小股 の字を当てれば,小 股反,小 股掬,・,外小股,1敷
小股,小 股,内 小股,,引小股,小 股返 レ・小股 と』り・.など・多fa.}eなる。、漢字
を当てた場合には}.慣用 とレて"こ また1'.と読む事が多く・.{わず か に"さ ま
た"と かな書 きの場合 のみ,唐 土の人・大 さま たと知 る事が出来る。,
相撲技術名の泉川}ま・出水川 とヤ・う相撲取 りの得意技か.ら来 て い る。・携出
(ためだ)し と呼ばれ る技の事である。出 水川や泉川の字が使われ ている・解
説によれば極め出 し,、片かんぬきの様に,相 手の腕 を極めながらジ ワジ ワと押'
出す技である。「日本相撲史 ・上」に,.ミ人の出水川が登場 し.て来 るρ1人}ま
出水川貞右衛 門で,薩 州 の生れであ る。、最初は飛 火野 と言 った。体格は均整が
・とれてお り,体 重 は約、1POkg。後に大関にまでなったo左 差 しが強 く1存 びた
び谷風を破って大 いにその名 をあげtc。もう1人 は出水川林右.c:門6薩州の生
れで ぷ7k川貞右工門の甥に当 り,ま た弟子でもあρ:kρ同 じ出水川 でも・.e
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こで言 う技の出水川 とは関係がない。3人 目は,天 津風雲右衛 門の名前である
が,出 水川貞右衛門を後 に改 めた名前である。史実 に明 らかな ように,明 和年
間か ら安永年間(1764～1779)の時代 に活躍 した出水川貞右工門または天津風
雲右衛 門が,谷 風 に掛けて負 か した時の技 を,出 水川 と呼んだ。出水川が全盛
の頃,谷 風 と5勝5敗 と互角に戦 っていたが,そ の後は6連 敗 して1回 も勝っ
てい ない。・谷風 と通算5勝11敗であるが,.この対戦成績で一世を風靡 して妓名
と して名前まで残る』とは,逆 に,谷 風 の強 さや人気が彷彿 され る。出水川(天
津風 も含む)の 総取組数 は138で,『勝83,負23,預10,引i}IS,無勝負4と 姦
ってい る。近年では,第16代横綱 初代西の海嘉次郎が良 くこの手 を使い,一酉の
海関 と呼ばれないセ 「泉川関」 と呼ばれたとある。二人 ともに鹿児島県出身の
ところが,何 とも興味深い。''"‥
'河津掛 は;現 代 の相撲70手の中にも残 る,も っとも有名な,も っ とも息の長
い技 の1つ である。古 くか ら相撲 の名勝負 として挙げ られるのは野見宿禰 と当
麻 の蹴速 との勝負である。 もう1つ となると河津掛 の河津三郎 と俣野五郎の名
勝負であろ う1安 元2年`(1176年〉伊豆 国柏峠で∴ 当時の相撲の名手であb'た
武将 ・河津三郎祐泰が,工 藤祐経 の家臣 ・股野(俣 野)五 郎景久を相手 に相撲
を とり,'この時"河 津は股野が上帯 をむずとつかんで前へひき寄せ∫義手へ回
'して 目より高 く差 し揚げ,・股野が足 を延ば して河津の股 に纏 ひつ くを,河 津事
ともせず,一 反 りして尚高 々と差 し揚 げ,し ば し保 って片手を放ち真 中に進ん
で横 さまに投 げ倒すひ とある。股野が河津に技 を掛けているが,河 津掛 の起 源
はこれである。 その後,と(∂物語 は,父,河 津が暗殺 されその仇討ちを曽我兄
弟が成 し遂げる ところまで続 く。悲劇の主人公,五 郎十郎の曽我兄弟の曽我物
として広 く人 口に贈 表してゆ く。ま た,"正 しう河津が勝 コだゆゑ;今 に 伝 へ
て河津掛 けといぶ相撲のてあ りと,小 姓共の語 り し に"や,"夜 相撲 にとる手
や月の河津掛"さ らに歌舞伎の演 目 「河津掛 曽我本説」などに到 り,相 撲技術
の名称 として定着 して来 た。古 くか らあ る"蛙 投(か わずな げ)↑'"蛙掛(か わ
ずが け)""蛙の一本掛(か わずのいつぽんがけ)"の手が,河 津,股 野の相撲




「山家集」か らは・2つ の相撲技術が引用 された。その技術名は,r`あけ ど
の しさり""かものい りくび"で ある。「山家集」は西行(1118～U90・'元永1
～建久1)め 家集,歌 集 である。成 立年代は治承2年(1178年ごろ)と され て
いる。西行は,和 歌 に優れ,故 実に通 じた武士 として知 られていたカS,23歳の
若 さで突然に出家 して,草 庵生活に入 った。 自然に親 しむその中か ら約2000首
の歌が伝わっている。多 くは月 ・花 ・桜 など四季,自 然 を歌っているが》,下め
巻雑の編 では題 しらず として次の和歌が ある・収録 した本により多少 の違ヒ・が
見 られ るが,こ こではその吟味を しないでそれ らを忠実 に引用す ると次の よう
になる。-
「もののふの な らすす さみは
「もののふの な らすす さみは















か ものいれ くび(渡 辺版)」
か ものい りくび(渡 辺版)」
か ものいれ くひ(桑 原版)」
か もの入 くひ(桑 原 版)」
かもの入 くび(古 事類苑)」
訳は渡辺の説 を採用 して引用す ると,「武士が訓練する術はおびただ し く あ
る。 あけどの しさり,か ものい りくびなどはその一例である。」 とある。 注釈
があ り,あ けどの しさ り,か ものい りくびについて,流 布本の 「あげどの しさ
り」に した がえば,「戸をお しあげて,そ の瞬間にあとへ引きさがる技」。か も
の入 くびは,互 に腋の下に首 を入れ てもみあ う技 としている。、'
西行法師 は,出 家する前は,武 士で,出 家 してか らもよく武家 に出入 りして
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お り,武 芸の素養のあった事が窺われる。相撲 についてもかな り長じた所があ
る と思われ,そ れが専門的な相撲の手 として和歌 に詠まれたとみた。 しか もこ
の技が灘 齢 ものとか酒 行個人の締 したものでなく1誌0搬 蹄 知
れ渡っていた と見ることが出来 る。 ここでは他の出典に`!あけどのしさ り"を
見つけ出す事は出来なかったが・解説の言 う他 の流布本 にはこれを見つけるこ
とが出来 るのであろ う。鴨 の人音 に到っては,非 常に一般 的である。F山家集」
の成立年代 もはっき りしてお り・一級の史料 として位置づける事が出来る。こ
れちの事 より・、・平安時代の末期・源平時代には・かな り多 くの相撲の技術が盛
んに行なわれていた と推察 される。_.∴
1節剛 綱 デ ∵:～ ∴1.∵ ∵ ∴ .
「相撲大鑑」に。"相撲 の手 といへば,従 来四十八手 と言いな らわ しあれ ど,
相撲の手必ずしも四十八手 に限 られたるにはあらざる べ し。「節用集」相撲 と
題する条下に,相 撲 は,肩 洗,負 抱,反 張,.落,蛙股,櫓,爪 取,突 出,惑溺,
無手,骨 法張・杯 中候,四 十八手 と申候へども・百手計 も御座候。殊更臨機応
変の働,気 慎第+の 由,聞 及候,剛 力無双 に而 も,甚 速気 りて手出仕候へば,
必負に成候由。角力は,遅 如魯如 と申が能候 よし"。一と振 りがな も含めて142字
tの記載がある。相撲 の技術は11手数 え られ る。雑誌 「相撲」には,肩 洗,負
]勉,反張,蛙 投,櫓 爪取,突 出ゴはね,、搦,無 手」骨法張の11の技が出て来
る。同 じ11の技で も内容が違 う。一方には落があ り一方にはない。 また一方は
麸搦が一緒だが,一 方でははね,搦 に分かれている。「古事類苑」によ れ ば↑
肩洗 魚抱,反 張よ落 、'蛙投,纒 爪取,r突出,趙 ・搦,無 手,骨 法張 の12手
が記載 されている。、,
これ らの選 句を明確にす るためには・その出典 とする ,「節用集」の原本に当
らねばな らない6-
,'.「節用集iは,室 町時代中期,文 明年聞 く1469～1487)Lを下 らないころに出

















































、・図1'』「易林木 節用集 」'右下に相 撲 め文字が見 える6'、
い ほ い ぬ い で 始 まる 乾 本 な の か わ か らな い。 ま ず は 丹 念 に見 る「じカ・な レ忘 「節
用 集 」 の 構 成 は,「 易 林 木 節 用集 」 を例 に と る とす は 寸 で 始 ま り乾 坤 ・ 官 位 ・
人倫,支 躰,気 形,食 服,草 木,器 財,名 字,言 辞,と 項 目が 続 き・ そ の 項 目
,ごとにす で始 ま る漢 字 が 並 べ て あ る。t漢字 の 下 に漢 字 の用 法 や 意 味 を補 足 し て
.ある もの も あ る。.図1の よ うに 相 撲 は 言辞 の項 目 に あ.り,ス マ ラピ ボ ク と漢 字
の左 右 に振 りが なが つ け て ある 。.以下 に 「節 用 集 」 の 種 類 成 立 年 代 等 と・':相
撲 に つい て の 記 載 を 示 した 。∴1・L∴ 『t:・.一
'.'o文明 本 節 用 集(明 応 五 年 末 に・も先 だ つ)「ec・)一相 撲 」・:一'`・ ∴ ∵'




o伊京集(室 町時代書写)伊 勢本 「相撲」
o弘治二年本節用集(室 町末期)川 瀬一馬著,「相撲」(2カ所あ り)
o善本叢書節用集二種(天 理図書館)印 度本 「相撲∫、
O永禄二年本節用集 「相撲」
。蓮歩色葉書(室 町末期書写)「相撲」
o饅頭屋本節用集(室 町末期)伊 勢本f相 撲」
o黒本本節用集(室 町末期)印 度本 「相撲」
o天正18年木節用集(伊 勢本)記 載ナシ
。大谷大学本節用集(天 正20年本)伊 勢本r相 撲」て撲か)
o易林本節用集(慶 長2年 原刻本)乾 本 「相撲」
o恵空編節用集大全(延 宝八年 ・1680年)「角抵,相 撲3
0書言字考節用集(元 禄11年)槙島昭武著 「角抵(指 南)相 撲也(漢 書注)
相撲本朝始レ自二垂仁帝一時見(日 本記)」






江戸時代 に出され た 「節用集」 に 「永代節用無尽蔵」がある。 いろはに始 ま
り京で終 る順 序は同じである。項 目として乾坤,時 候,神 祇,官 位,名 字,人
倫,支 躰,食 服,器 財,気 形,草 木,言 語 と続 いている。通常は行の右側に行 ・
草書体 で太 書 された漢字があ り,左 側 に楷 書体漢字が並んでいる。 それぞれ に
その右側 あるいは左側に読みがなが振 ってある。その下に漢字の用法,意 味な
どが載せてある。"す"は 寸,ス で始 ま り,言 語の項 目に相撲がある(図2)。
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相 撲 ・す まふ,す ま い と も。 相 撲 ・サ ウ
ボ ク,ウ ツ。 角 力 ・す ま ふ,ア ラ ソ フチ
カ ラ。 角 抵 ・す ま ふ,ツ キ シ ラ フ。 とあ
る。 スペ ー ス 的 に は,他 の 項 と比 較 して ・
決 し て短 くもな く,長 く もな い 。 相 撲 の
項は細 字で漢 字は7字であ る・「相
撲 大鑑」等のさす 「節用集」の140字以
上,し か も80字以上が漢字か ら成 る技




も持ってお り,それに多 くの頁 と,多くの 図2「 永代節用集 ・嘉永2年春」
頭書スペースを割いている6ご く一部で'中 央に相撲の文字が見える。
はあるが彩色 したページもある6巻 首標 目;頭 書之部,奥 書之部 に分け,約
150の事項 を図などを使い解説 している。 主なものは,十 干之図並弁,十 二支
之図並弁,1世界萬国之図並弁,三 十六歌仙,当 世料理献立fsどがある。そのヰ
に,"和漢禮楽之事並虚実之弁"と して,神 楽,相 撲,歌 舞伎∫狂言な ど を 解
説 している。相撲の所では,見 開き2頁 を使い,下 半分に勧進相撲の興業風景
の絵 を入れ,上 に次の文を載せている(図3)。
"相撲は,人王十一代垂仁帝七年,出 雲国野見宿称,大 和国当麻の蹴速 と其力
量を争ひ倶に相撲 て力 を競ぶるに始 り,是 よ り禁庭行事の一 ツとな りて小鳥使
ども称す。「中頃鎌倉において相撲の沙汰あ り。畠山重忠海老弘綱河津保安朕野
景 久が輩,頼 朝の前にて大 いに其力を競べしよ り泰平の御代に武を励むの一ツ
とはな りけ らし。然るに近世初代の谷風二代 目の谷風などはその力,千 人の上
にあって力士 と称すにたへた り。 その谷風に実を似 って勝ず虚 を似って勝 をり
始めしは,.堺の八角な り,是 よ りしてす もうの道 も一段下 りて巳が力をもっと






図3嘉 永2年本 「永代節用無尽蔵」諸芸虚実の事 ・相撲r(上巻96,97ページ)
,とあ る。Lざっ と300字はある。 これ な ら前述 の 「相撲大鑑」の引用 し た 「節用
:集」の技 の紹介,力 士心得 も十分 に掲載できるし,.妓名の違 いなども吟味で き
る。「節用集」の数は180種以上 にのぼる と言われ ている5お そ らくsr永代節
用」の様な百科辞典様式の 「節用集」で,し かも,一'その本文 中ではな く,巻 頭
付録部分 などに解説 された と見 られ る。・,"・ ∫
江戸版節用の可能性
同 じ 「永代節用無尽蔵」でも出版 され た年 で大部形式 も内容 も違 って くる。
新版本 は天保2年(1831年)に出版 され全1巻 で あ、っ た。 再版本は嘉永2年
(1849年)に出され,上 巻 下巻の全2巻 である。文久4年(1864年)版の奥付
に,第 四版 とあ り,こ れ も全2巻 である。、この奥付 に従えがば,元 版が初版 で
寛延3年.(1750年)・新版が2版,再 版 が3版 となる。 年代差は,初 版 か ら2
・版 が81年,2版 か ら、3版が18年1・3版か ら4版 が15年となっている。4版,3













新 猿 楽.記 (相撲 の手)上 手 な り。 内揚,外 搦,亘 繋,小 頭 6
(永承7・1052年 ご ろ) 手 合。 小脇,逆 手。
、
山 家 集 ものSふ の ならすすさ あけ との しさ り,鴨 の入 2




古 今 著 聞 集 これ によ りて,腹 くじ り 腹 く じ り。 1
(建長6・1254年) とそいいける '
巨




〃 (32・惟 高惟仁 位論事) 内搦,外 搦,大 渡懸,小 4,
演題 。
、
異 本 曽 我 物 語 すまい手共,真 数を養し 内搦,外揚 向搦 入搦 17
(室町初 ・1400年ごろか) …… 。 向 突,管 つ き。押 手 斧,・掛 入,蹴 爪,蹴 逆 '
しすえ蹴倒 し投げ倒す。 手,蹴 腕 級,前 亘,,後亘 ■
たちどとろに三十二番ぞ
}
走亘,小 頭 掛,手 房 取,
打 ち た りけ る。' 胸反,辻 搏,皮 肚 取。
異 制 庭 訓 往 来 四十八手の取手。入相撲
'内絡
,'外絡 。 2
(室町初 ・1400年ごろか) 懸 相撲,賜 相撲 。.
節 用 集 四十 八手 と申候へ ど も, 層 流,負 批,反 張 ・ 落 ・ 一 12
(文明年間 ・1480年ごろ 百手計も御座候。 蛙 投,櫓 爪 取,突 出,
か) 栽,搦,無 手,骨 法張。
竹 齋 物 語 四十八手のその内をもン さまた返 し,よ こ だ を 9
(寛永13・1636年ご ろ) て(百手〉にくだきて取 し,入 くび,さ し くび,
っ た りけ る。 はね返 し,大 こ し,も と
づ め,む か ふづ き,く る
ま なげ。 `
第2版,第3版,第4版 を通じて,本 文中の相撲に関しては,い ささかの変
化もない。2版 の天保本}ご本文中を除いて相撲の解説記事はない。ただ・巻頭
付録の年中祭祀行夏之図中,勧 進相撲興業め小さな絵が八月の欄に あ り'"朔
一85一
日東神泉亮察松尾社神事角力。同藤森神社にも有"と 角力の文字があるだけで
ある。第3版 の嘉永2年 版には,前 に述べたように相撲についてかな り詳 しい
解説を行っている。 しか し第4版 の文久4年 本には,も はや本文中を除いて,
祭礼行事欄の神事角力の記事のみ とな り,勧進相撲の絵もなくなってしま う。
「永代節用」の2,3,4版 に限って言えば,第3版 の嘉永2年 木が,相 撲に
関 して最 も詳 しい。このよう壷ご,同じ 「節用集」でもそめ版によって体裁,形
式 内容がまるっきり違って,異 種の本かと思われる程である。常に時代背景を
考 えて,読 者の好み,読 者の要求する節用集を出し続けた出版元の努力感じが
られるとともに,そ の時代その時代の相撲への係 りを知ることが出来る;
この 「永代節撫 臓 」の相撲幽 す臓 を二例として・3埠 版にあ
る事柄もその初版 にあるとは限 らない事を示した。 「相撲大鑑」 に引用 された
「節用集」,相撲技術数の吟味は,室 町まで遡 らなくとも,案 外江戸の初期,
あるいはもっと時代が下れば中期ごろで出来る可能性 もある。
比較的古い時代頓 書等}壕われt・t目嚴 術の名称を表3.に示した・土俵の
成 立が1661～1716年ごろ とされているか ら,い ずれ もその前のものである。 こ
の中で,「節用集」の技術名称に注 目して見 ると,技 術数は決 して多 くないが,
非常 に洗練 された,系 統だ った配列になっているのに気 づ く。r節用集」 とい
吟 辞書 としての性格か らか要領 よ くま とめられているの も当然 といえば当然で
ある。江戸時代にその分類が完成 された とする四十八手の反,捻 投;掛 の技
が全 て含まれ ている。 さらに注 目され るのは,土 俵成立以後に考え られた攻 め
技 の"突 ・出"も 含 まれていることである。表2の 中で 「節用集」以外 には攻
め技は含 まれ ていない。古名が多いために,絶 対的な断言は出来ないが,少 な
くとも押,出,寄,突,吊,割,倒 な どの文字 は見えない。 もしかする と"無
手","骨 法張"も,'あ るいは土俵 に関係がある技か も知れない。
土俵がすでに成立 した と見 られ る頃か ら,持 出 し,無 相 出 し,寄 投,た め出
1し,くじき出 し,出 し捻 り,は ね出 し,く じき倒 し,な どの技が多 く見 られ る
ようにな る。 この様な考え方を支持す る と,[相撲大鑑」に引用 さ れ た 「節用




ロ セ も ヴ き
約300手を2倍 以上 も上回る興味ある集計がな され た。..1
現在まで残っている名称の中で も難解な修辞的表現のものもあるが・それ ら
は技術論的に技の形が確立 してV'・る可能性が指摘 された。相i撲技術名称!)消長
か ら見て,江 戸時代の中期 はも っ とも相撲 の盛 んな時代の11つである と位 置づ
けられ る。相撲技術名称の動詞形含有率はジ時代が下るにつれ て多 くなる傾向
にあった。逆 に特殊名称は少 な くな る傾向にあった。p・一 ..・1・
個人名が残 る"さ また""泉 川""河 津榔 についそ注 目し1解 説を した。
西行の 「山家集」に"も の ∫ふ ゐ な らすす さびは'お びただ し'あ け との
しさ り か もの入 くび"こ の ことか ら,平 安末期 ・源平時代 にかな り多 くの相
撲の技術が行なわれ ていた と推察 した。
「節用集」にある相撲の手数を吟味する際 その 「節用集⊥は室町版 まで遡
らな くとも,江戸初期版,あ るいは中期版で良いとする可能性を指摘した。ス
ペース的に見て,本 文中ではな く 「永代節用」極め巻首,頭 書,奥 書とする見
方,あるいは"突 出"の 校名から,土俵成立以後 とする見方がもう1っの根拠
である。
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